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香川県立保健医療大学看護学科国際交流係の活動
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要旨
香川県立保健医療大学において，2014年から国際交流委員会が設立され，2016年からは看護学科
内に国際交流係が配置された．
現在までに国際交流係として
① 国際交流普及活動として，オープンキャンパスでの広報活動，高校訪問時の広報活動，国際交
流学内報告会の開催，国際交流PRのためのリーフレットづくりの実施

② 国際交流活動の実際として，BTMCへの教育活動支援と学生間交流の支援の実施
③ 学生の国際交流活動への支援として渡航に関する準備等の支援の実施
④ 今後の国際交流活動の推進の基盤となる調査活動として学生へのアンケート調査の実施．
今後も学生の育成に向けて国際交流委員会と連携しながら活動を展開していきたい．

Abstract
At Kagawa Prefectural University of Health Sciences（KPUHS）, an international exchange

committee was established in2014, and three international exchange, coordinators were designated
in the Nursing Department in2016.
The coordinators have so far contributed to the following activities :

（1）International exchange promotional activities, such as publicity during the open campus and on
high school visits, help with on-campus meetings to report international exchange activities,
and preparation of brochures to publicize international exchange program offered at KPUHS.

（2）As implementation of international exchange activities educational, support for BTMC, and as-
sistance with student exchange at KPUHS .

（3）Support for international exchange activities of students, such as preparing them for study
abroad.

（4）As basic surveys to promote international exchange activities in the future, implementation of
questionnaire surveys involving students.
We would like to continue the above activities to promote international perspectives of stu-

dents, while cooperating with international exchange committee at KPUHS.

KeyWords：国際交流（international exchange），看護教育（nursing education）



－66－

写真1 BTMC協定締結式

写真2 国際交流報告会

写真３ BTMCへの教育活動支援

はじめに

香川県立保健医療大学では，基本理念に「国際的視野
をもって保健・医療・福祉に関する問題を考え，判断し，
活動できる人材の育成」を掲げている．その様な中で，
学内に2014年から国際交流委員会が設立され，更に具体
的な活動展開のために，2016年からは看護学科内に国際
交流係が3名配置された．そこで，現在までに国際交流
係として推進してきた活動である①国際交流普及活動，
②国際交流活動の実際，③学生の国際交流活動への支援，
④今後の国際交流活動の推進の基盤となる調査活動の4
点について以下に報告する．尚，2016年までの活動にお
いては，看護学科係として正式な配置は行われておらず，
看護学科の国際交流委員および教員が支援を実施してお
り，国際交流活動が展開される中，必要性に応じて看護
学科への配置に至ったため，それらの内容を含め報告す
る．

国際交流活動の概要

1．協定が結ばれた経緯
現在までに協定や交流が実施されているのは，ビント
ゥアン医科大学校（以下BTMC）（ベトナム），ロッキー
ズ大学（カナダ），南アルバータ工科大学（以下SAIT）
（カナダ）の3校である．
2015年より，BTMCとの交流により，教員への教育
活動支援の要望もあり学術交流のための締結を行った．
合わせて，ロッキーズ大学の語学留学プログラムへの参
加，SAITとの学生間交流と学術交流の協定締結により
相互の教員及び学生の他国との交流が本格的に開始され
た．

2．国際交流普及活動
本学では，2015年以前には単発的な海外講師の講演会
の実施はあったが，大学として国際交流協定を締結して
いる学校は存在しなかった．そのため，学内で教員をは
じめ学生においても国際交流活動の実際について経験す
ることは皆無に等しい状況であった．そこで，まず学内

の教員や学生及び保護者への国際交流への意識や認知度
を高めるために，学内の委員会と連動し，①オープンキ
ャンパスでの広報活動，②高校訪問時の広報活動，③国
際交流学内報告会の開催，④国際交流ＰＲのためのリー
フレット作成を実施した．

3．国際交流活動の実際
1）BTMCへの教育活動支援
2015年に協定を結んだベトナムのBTMCとの交流で
は，2014年～2015年にBTMCの大学長及び副知事の本
学への来学があった．その後，BTMC側の教員への教
育活動支援について要望があり，2015年から今までに2
年間，本学教員を2名ずつ派遣し講義および演習を実施
した．内容として2015年の訪問では，①本学の紹介②日
本の医療福祉制度の概要，2016年には，①老年看護の講
義②老年看護の技術（実技）を実施した．
1年目の本学の紹介では，大学の概要，教育内容，カ
リキュラムや大学内の施設の写真，日本の医療福祉制度
では，日本の人口推移や高齢化社会における日本の現状
や対策についてプレゼンテーション資料を見せながら，
BTMCの教員を対象に実施した．2年目は，相手校の希
望もあり，高齢者の特性や特徴に応じた移動動作につい
て講義を行い，体位変換や車椅子移送について，ビデオ
や実技を行いながら実施した．
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写真4 SAIT学生間交流

写真5 SAIT県内保健施設の見学

写真6 SAIT県内医療施設の見学

2）学生間交流の実際
海外からの学生の受け入れについては，2015年から

SAITの学生と引率教員の受け入れを実施している．1年
目は学生4名と引率教員1名が来学し，2年目において
は，学生2名と引率教員1名が来学し，来学時の対応を
行った．来学に際しては，国際交流委員会で，留学中の
スケジュール作成を行い，活動に関して，看護学科の担
当となった「基礎看護技術」講義の見学，「訪問看護ス
テーション」での訪問看護，「保健所」「県立病院」の見
学について各機関との連携調整を行い活動を実施した．
また，学生が中心となって主催した交流会等のプログラ
ムを学生とともに実施した．

4．学生の国際交流活動支援
学生の留学・派遣に関しては，2014年のロッキーズ大
学の語学留学を皮切りに開始された．学生3名と教員1
名が留学した．国際交流委員が留学に際し，派遣される
教員とともに，主に渡航までの準備，手続きを支援した．
その後，2015年SAITへ2名の学生と教員1名が随行
し留学を実施した．留学する学生は，語学レベルを確認
の上，派遣が決定されており，その上で渡航に関する準
備等の支援を実施した．

5．今後の国際交流活動の推進の基盤となる調査活動
本学の国際交流活動は，歴史も浅く今後，この活動が
「国際的視野をもって保健・医療・福祉に関する問題を
考え，判断し，活動できる人材の育成」に繋がっていく
かを明確にする必要がある．そこで，学生が海外の教
員・学生等と交流をもつ経験が，どの様な影響を与える
のか明らかにし，国際交流活動の教育プログラムの作成
を行うために，全学生を対象にアンケート調査を2016年
から継続的に実施している．今までの結果から，国際交
流活動の推進によりソーシャルスキルやコミュニケーシ
ョンスキルを高められる可能性が示唆されており，今後
も国際交流が学生に及ぼす効果について検討していきた
いと考える．

おわりに

本学の国際交流活動は，発展途上であり，これまで係
として試行錯誤しながら国際交流を推進してきた．今後
も国際的な視野をもつ学生の育成に向けて国際交流委員
会と連携しながら活動を展開していきたい．

受付日 2017年9月22日
受理日 2018年1月5日
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